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その第 3 条 2 項に「森林、田園……、海岸、海洋等における自然体験活動その他体験活動を通じて環境の





















Ⅰ.	 MARE をモデルプログラムとした海洋リテラシー育成展開の効果評価	 
1．MARE とは	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・対象	 MARE 授業を受けた児童	 
・方法	 質問紙調査	 
・回答方法	 4 択	 
1～5 の項目は、各回答を”そう思う””少しだけそう思う””あんまり思わない””思わない”というと
して(わかりやすい・楽しいも同様)、評価の良し悪しがどちらかを明確化させることとした。	 










	 そう思う	 少しだけそう思う	 あんまり思わない	 思わない	 
1	 166	 45	 7	 2	 
2	 162	 47	 11	 0	 







4	 167	 58	 14	 3	 
	 とっても楽しかった	 楽しかった	 少しつまらなかった	 つまらなかった	 



































7.これまでは NPO 法人海の自然史研究所/ジャパン MARE センターとの協働実施でしたが、独自で MARE.
を実施するお考えはありますか?	 
8.7 で独自実施を考えられている方への質問です。独自で実施する準備にあたって、NPO 法人海の自然
























































































































































今日の MARE の授業を通して学んだことを、できる限りたくさん書きましょう	 
	 








A 小学校	 62	 約 100	 
B 小学校	 66	 75	 










































たる前の重要かつ必要な基礎的学習と認識する。この観点で MARE プログラムを評価し、結果から考察する。	 
まず、子どもたちの興味喚起・知識向上に対する MARE プログラムの有用性についてであるが、プログラ
ム評価調査結果の質問 1 および 2 の回答が、「そう思う」「少しだけそう思う」の肯定回答のみで 95%を示
し、非常に高い評価が得られている。このプログラムが興味喚起・知識向上において有用だと認識できる。	 
しかし、質問 3 の「これから、海について他のことももっと勉強してみようと思う」というさらなる探究
行動を起こすかどうかを問うた質問に対しては、質問 1.	 興味喚起および質問 2.	 知識向上の回答と比較す
ると、「そう思う」と強い意志を示す回答の割合が低くなっており、能動的探求とつなげる部分に若干の課
題を残すことが伺える。	 




いての学びが向上しているのかを問うため 3)の海洋のテーマについて知識向上調査を 2 小学校にておこな
った。調査によって、実施前にはある海洋テーマに関する知識(今回はプランクトンについて)が 128 個で
 144 



















































この連携はいくつかの実施パターンが考えられる。1 つは、施設での 1 日学習の中で実施するもの(千葉























































































































・対象	 CRS 授業を受けた高校生	 
・方法	 質問紙調査	 
・回答方法	 4 択	 
1～5 の項目は、各回答を”そう思う””少しだけそう思う””あんまり思わない””思わない”というと
して(わかりやすい・楽しいも同様)、評価の良し悪しがどちらかを明確化させることとした。	 












②調査結果(表 4)	 	 
	 そう思う	 少しだけそう思う	 あんまり思わない	 思わない	 
1	 97	 53	 1	 0	 
2	 111	 40	 0	 0	 







4	 111	 51	 3	 0	 
	 とっても楽しかった	 楽しかった	 少しつまらなかった	 つまらなかった	 
 152 



















































































・対象	 CRS プログラム実施を見ていただいた先生	 
・方法	 質問紙調査	 
・回答方法	 選択方式と自由記入	 
・質問	 6 項目	 
1.貴校にとって、修学旅行の事前学習としての CRS 実施はメリットがありましたか	 
2.どんなメリットがありましたか	 
















































































































































①をベースにして、A 地域および B 地域 2 地域間での海洋リテラシー向上のためのプログラムフローを以
下に示す。A 地域の子どもたちが B 地域に修学旅行等で訪れることが企画された際に、B 地域海洋リテラシ
 161 
ープログラムを訪れる事前に A 地域の子どもたちに実施する。これによって、B 地域の海を事前に理解し、
その情報を持って自然体験等をおこなうという、理解の深まるスキームが成立する。	 
B 地域を沖縄とした場合は、モデルとして開発したサンゴ礁学習プログラム(CRS)が実施される。	 
またこれは、A 地域と B 地域が逆になって、B 地域の子どもたちが A 地域を訪れる際には、A 地域海洋リ
























図 7．2 地域間でのフロー	 
ここで重要なことは、B 地域の海洋リテラシーネットワーク施設/拠点と C 地域のそれとの間での、しっ






























現在は、沖縄という地域内での図 1 に示したような実践が行われ始め、また 2 地域間のものとしては図 7
の C 地域を沖縄としてものが試行的実施に至る状態である。	 
2 地域間実践の事前学習に出張する海洋リテラシーリーダーは、今のところ C 地域・沖縄からの遠距離出
張をせざるを得ず、その授業の見学と練習を通して B 地域の海洋リテラシーリーダーを育成する段階であ
る。	 








2003 年に公布された「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律」の第 3 条 2 項、
「森林、田園……、海岸、海洋等における自然体験活動その他体験活動を通じて環境の保全の理解と関心
を深めることの重要性」が示され、また、2007 年 4 月に施行された「海洋基本法」の第 28 条(海洋に関す
る国民の理解の増進等)には、学校教育及び社会教育における海洋に関する教育の推進がうたわれている。
これら法律的背景から、海をテーマとした教育が求められており、この海洋リテラシープログラムの展開
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